
 

やまぶき祭が終わり、凍り付くような寒さが続いている今日この頃ですが、中学部、高等部による RUNRUNRUN を開

催しました。保護者の皆様、寒い中御参観いただきありがとうございました。 

RUNRUNRUNは、・それぞれの目標（週数）達成に向けて、精いっぱい体を動かすことができる。【みがく】 

・応援する（される）経験を通じて、仲間を認め合う心を育む。【むすぶ】 

・自分の役割を理解し、集団で同じ目標に向かって取り組むことができる。【きりひらく】 

をねらいに取り組んできました。中学部生徒たちは、RUNto土浦の取組や、毎朝のランニング、体育の授業、試走と練習に 

励み、その成果を存分に発揮する機会となりました。 

  

 

 

 

 

 

  

むすびスタディでは小学部・中学部・高等部の 12年間の教育や支援をつなぎ、一貫した児童生徒の教育を創造します。 

作業学習で取り扱う「木工」「農園芸」「清掃」を、中学部の「生活単元学習」で単元化し、12 年間を通した共通題材とし

て設定しています。 

 

     

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 1２月２１日（水）  No.９ 

京都府立井手やまぶき支援学校 

2年生は、小学部 6年生と「野菜王になる！ide-1グランプリ」の取組を行いました。 

  地域の食品加工場や青果市場を見学し、 

流通や、地域の特産野菜、栄養バランスの 

大切さについて学びました。 

小学部６年生の児童と一緒に 

学習をする中で、先輩らしく接すること、 

学ぶことなどの意識を高める機会にも 

なりました。 

 

3年生は、高等部 2年生と「Oide農園」の取組をしました。 

 畑や養液栽培室で野菜を育て、収穫、包装、販売まで行いました。 

様々な体験をもとに、販売までの過程について体験的に学ぶことが 

できました。高等部の先輩の様子を見て、仕事の難しさを学びながら、 

ともに協力して最後まで全員で取り組むことができました。 

1年生は、「やまぶき野菜王国」の活動に取組を行いました。 

野菜の種や苗の購入や土作り、種まき、栽培管理を経て、今年度 

はミニトマト、小松菜、サニーレタス、ラディッシュ等を育てました。 

大切に育てた野菜への愛着はひとしおです。単元をとおして、身近 

な植物の育ち、簡単な調理の手順や仕方等について学習しました。 


